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地球環境と人類の活動とのバランスを函り
“

持続可能な発展
”

を遂げていくことが世界的な目標になつている。

当社はすべての製品にあける製品アセスメントを徹底し， 家電製品・電子機器からエネルギー分野まで幅広い製

品での環境配慮に注力している。 その結果， 省資源やリサイクル性向上， 廃棄物削減なと環境のボランタリプラ

ンの1995年目標も達成しだ。 まだ， 省エネルギー関係で， エアコン， 洗濯機などの家電製品さらにはヒー

トポンプが公的機関での賞をいだだいだ。 バソコン， 複写機も国際エネルギースターの適合製品になっている。

エネルギー分野では， 発電などエネルギーの変換効率の向上， 燃料電池などクリーンエネルギーの提供， 未利用

エネルギーの活用なとに努めている。

Nowadays, people th「oughout the world are concerned with realizing sustainable development in which the global environ-
ment and human activities are balanced. All of ou「company's products are covered by the product assessment process as the 
basis of environmental consciousness. Toshiba's Voluntary Plan 1993 has various objectives including resource-saving, 
recyclability, and so on. 

As a result of these measures, several of our products-an air conditioner, an automatic washer, and a heat pump-have been 
recognized by public associations, and our personal computer and copier products have qualified for the energy star mark. In 
the energy field, we are also continuously making efforts to introduce clean energy systems such as high-efficiency and 
low-emission power systems, new cycles to utilize low-temperature heat effectively, fuel cell systems, and so on. 

闘まえがき

地球環境はますます深刻さを加え， 地球規模のI!！J姐とし

て1)1界のi,}重要課題になっている。 急激な人l」WI大に加え｀

Pt業il'，：命以降の J:li 業の発履 とりわけ近年の大ht{I:i登・大

htil'i1t •大htl柁棄の物質文明が1)ii囚とされている。

地球環境問題は， 一般に地球温暖化， オゾン／f1破壊 ， 酸

性雨， 然盟林減少， 砂汲化， 海洋汚染， 1i‘告廃梨物越境移

動， 野生生物種の減少， 途上国の公害Ihl叫の九つを指す。

環境1!！l題としてはさらに沢源枯渇のことや、 地域における

廃棄物や汚染l!ll題なども対象になる。 こうしたもろもろの

間題を釆り越えて， ’＇持続可能な発展
＂

ができる社会を実現

することが環境問題に対処していく世界のJ，け本理念になっ

ている。 そのために社会の仕組みやライフスタイルなどの

見直しをも含め， いかに環境への負荷を減らし， 閑境との

バランスを築いていくかが今Flの大きな課題である。

こうした背娯の中で， H常生活や社会経済を支える製品

訊＇｛境1!ij題における重要な位附付けにある。 当社は， 総合

屯機メ ー カとして， 生活に身近な製品から社会を支えるシ

ステムまで輻広いビジネスを炭llf.Jしている。 製品の環撹配

胞は材料収得・製，1
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1製造を経て使）IJ, 廃棄／リサイクルに

至る製，品のライフサイクルを通して芳えていく必要がある。

この特集では生｝登拠点の環境19じ）息については別の機会に

いー要な環境問題 l

三⇒

三 ⇒

こ

＝応

巴
省資源設計
リサイクル性向上設計．
廃棄物減量減容設計

有害物の抑制と
代替化設計

ゆずり， 主に製品仕様にかかわる部分に焦点を当てて ， 当

社製品での幅広い環境）［競llみの一端を紹介する。

図l.環境問題と設計対応 ＿ iこ要な環境1廿J姐と製品設計対応の要点
をホす。
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a 環境調和型製品（ECP)に向けた活動

さまざまな環境IBJ題を、 製 1
1
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1 を中心に要約して朽えると，

1111題と対応を図1のように整理できる。

製’,Ml：様の背屈には樹沼ニー ズがある。栂l吝ニー ズと炭

境而からのニー ズとの関係をまとめたものを図2にホす。

四角で圃ったものは環境」：の「l椋であり ， ク<•印で手段と効
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